
＊1　紙器具
紙を折る、切る、抜く、削る、貼るなどの紙器製造の技術を活かし、紙が私たちの暮らしに寄り添う道具として考え、その価値を再発見し「伝える・収め
る・設える」を理念とすることでつくられていく新しい紙の日用品です。

2022年 10月
TAISEI株式会社／大成紙器製作所

左：「POCHI-PON うさぎ / てらおかなつみ 」、右：「POCHI-PON にこにこうさぎ /maito parta」　それぞれ３本セットで税込 1,320 円／ 11 月初旬より展開。
大成紙器製作所運営の E C「T A I S E I  S H I K I  S T O R E」他、キナリノモールや楽天ストア、全国の中川政七商店などで販売。 

蓋を開けると「ポン！」とおめでたい音が鳴る
筒型のぽち袋「POCHI－PON」。
来年の干支・うさぎ柄を発表します。

創業 103 年の老舗印刷紙器メーカーの TAISEI 株式会社（東大阪市）が運営する紙器具＊１ブランド「大成紙器製作所」から紙管

製造の技術を活かして生み出した筒型ぽち袋 「POCHI-PON」 の次の干支「うさぎ」柄２種を発表します。 「POCHI-PON」は、音

の体験がついた新しい作法のぽち袋。新札は、折らずに入れることができて、蓋を開けると「ポン！」とおめでたい音が鳴り、

お祝いのシーンを演出します。鼓のような小気味よい「ポン！」と鳴る音。実は精度の高い加工だからこそ奏でることができます。

商品パッケージとしてはノイズでしかなかったこの音をポジティブなものにできないかという思いから生まれた商品です。

日本で唯一、地域産業資源に「紙器」が登録されている大阪で地域のネットワークを活かした同ブランドは、紙加工技術を多くの

人の日常に寄り添う身近な日用品に昇華するプロダクト開発を続けています。


